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コンピュータを利用 した児童英語

学習者の語桑学習

- 単語の発音と意味の連合-

図 本 和

YoungEnglishLearners'AcquisitionofWordsby

Computer:RelationshipsBetween

PhonologyandMeanings

KazueKunimoto

Abstract

nispaperisintendedasaninvestigationofyoungEnglishlearners'

acquisitionsofphonologyandmeaningsofwords.First,inorderto

examinehowthefactorsinfluencelearners,twenty-fourparticipants,aged

from 6to9,wereaskedtoplayacomputermatchinggametolearn

Englishwords.Fouralreadylearnedwordsandeightnewwordswere

chosenastargetwords.Inpre-andpost-tests,participantslistenedto

twelvetargetwordsone;出erano血erandpointedtoeachpichre.ne

scoresof仇elistenlngCOmprehensiontestcorrelatedwith仇oseof仇e
●

post-test.Second,theeightnewwordsweredividedintotwogroups,

high andlowcorrect-answerwords,toinvestigatethedegreeofhow

much仇eycandistinguish仇esoundandhowmuch仇eycanrecallthe

sound.nirty -sevenchildren,agedfrom 7toll,listenedtothewords
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andjudged仇edegreesofhowmuch仇eycandistinguishandrecall仇e

sounds.AccordingtotheresultsofANOVA,itwasfoundthatthe

degreeofhigh-correct-answerwordsthattheywereabletodistinguish

andrecallweregreaterthanthoseoflow-correct-answerwords.

1. 研 究 の 背 景

1.1 語垂習得難易度

小学生の語嚢習得について,語桑習得モデル (図 1,中村 ･林田,

2007)が示されている｡
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図 1 語嚢習得モデル (中村 ･林田,2007)

単語は意味 ･音声 ･文字から成 り立ち,それぞれが対応する技能を習

得することが小学生の語桑習得の一面であるとされている｡ 図 1の①か

ら⑥の数字は次の技能を示す｡

①音声から意味 :語の発音を聞いて,その意味がわかる｡

②意味から音声 :意味 (実物,絵,写真などのイメージ)を音声化

できる｡

(影文字から意味 :英語のスペリングを見て,その意味がわかる｡

④意味から文字 :意味 (実物,絵,写真などのイメージ)から英語

のスペリングがわかる｡

⑤文字から音声 :語のスペリングを見て,それを音声化できる｡
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⑥音声から文字 :語の音声を聞いて,英語のスペリングがわかる｡

これらの技能の中でも,小学校外国語活動では,音声と意味の習得,

すなわち,①音声から意味と②意味から音声,に重点がおかれている｡

小学校英語に導入されている語桑を調査したところ,①中学 ･高校で

学習する語桑とは異なり,さらに,②日常生活に関わる名詞,特に生き

物や食品カテゴリーの語桑が多いことが指摘されている (西垣 ･中候 ･

西岡,2007)｡語嚢の学習難易度では,音声を聞いて意味を選ぶ調査に

よって,日常的に定着しているカタカナ語は低学年から高学年を通して

正答率が高く,また,母語で使用頻度が少ないカタカナ語は正答率が低

くなったことが報告されている (吉村,2008)｡

大学生を対象とした研究において,語嚢習得難易度を予測する変数と

して,頻度,音声親密度 (単語をよく聞くと感じる度合い),文字親密度

(文字になじみがあると感じる度合い),熟知度,自信度,心像性などが

取 り上げられている (大学英語教育学会基本語改訂委員会,2003;高島,

2008;高島 ･山田 ･囲本 ･竹内,2000;横川,2009)｡ 外来語の文字親密

度と音声親密度についての研究では,(∋親密度の高い単語群は音節数が

少ない傾向があることが指摘されている (横川,2009)｡

小学校学習指導要領によると,外国語活動において,アルファベット

などの文字や単語の取扱いについて,外国語でのコミュニケーションを

体験させる際には,音声面を中心とし,児童の学習負担に考慮しつつ,

音声によるコミュニケーションを補助とするものとして用いることが求

められている (文部科学省,2008)｡例えば,単語が絵とともに提示され

ることがあるが,文字学習は,アルファベット活字体の大文字および小

文字に触れる程度にとどめられている｡ 音声中心の指導を受けている小

学生と大学生の語嚢学習難易度を,同じ変数で論じることは難しい｡小

学校外国語活動の語嚢の学習難易度を検討するのであれば,文字に関連

した要因ではなく,｢聞くこと｣,すなわち,音声に関連する要因につい

て調査することが適切であると思われる｡ しかし,これについて十分に
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議論されているとは言い難い｡

1.2 小学外国語活動の教材

小学校外国語活動の教材 として,英語ノー ト1･2,写真,絵本,

カード,DⅥ),コンピュータなどが,指導の目的や場面,状況に応 じて

選択されている｡ 絵カー ドは絵の作成に細かな配慮がなされ,利用法に

多くの工夫がみられる｡

視聴覚教材や ICT (Informationandcommunicationtechnology)は,

映像と音声によって,話者の表情やジェスチャーなどの視聴覚情報を加

えることが可能である｡ さらに,双方向性コンピュータ英語学習ソフト

を使用することによって,必要な箇所の繰 り返しなど児童のペースによ

る利用が可能となる (文部科学省,2009a,2009b)｡

視聴覚教材の効果として,映像による英語インプットとアウトプット

練習によって,幼稚園児の英語表現力が向上し (岡田,1998),また,コ

ンピュータ英語学習ソフトのアニメーションに,ジェスチャーや TPR

(Tbtalphysicalresponse)を加えることによって,意味が推測しにくい抽

象動詞の効果的な導入されたと報告されている (相木,2007)｡

小学校英語にコンピュータを導入した学校では,①パソコンを使うこ

とで既習語の復習とインプット量が増加 した結果,アウトプット量が増

加 し,さらに,(参パソコン指導導入によって英語活動の多様性が増し,

学習意欲を高める効果あったと指摘 されている (囲本,2007)｡コン

ピュータ英語語嚢学習ソフト ｢ハイ !かんづめ君｣(以下,かんづめ君)

は,英語初心者 (truebeginner)および擬似初心者 (falsebeginner)を

対象とし,英単語の音韻的認知に慣れ,英語の発音と綴 りと意味 (絵)

の対応強化を目的とした教材である (石原 ･木村 ･中村,2008;石原 ･

中村,2009)｡小学2年生を対象に,かんづめ君を用いた語嚢指導の結果,

文字の提示から意味する絵を見つける課題より,音声の提示から絵を見

つける課題の方が,正解数が有意に高かったと報告されている (中村 ･

石原,2007)｡



コンピュータを利用 した児童英語学習者の語嚢学習 167

以上のことから,小学校外国語活動の教材として,視聴覚教材や ICT

が有効であり,また,低学年の子どもを対象にコンピュータを導入する

場合,文字よりも絵など画像の提示が適切であると考えられる｡

1.3 学習者要因と学習単語要因

小学校外国語活動における学習者要因に関して,リスニングカは,自

己評価や学校外での英語学習と相関が高いが,態度や動機,英語を話す

意欲,英語学習好感度,英語不安と相関がないことが報告されている (バ

トラー ･武内,2006;囲本,2007)｡また,英語学習年数と年齢は,会話

テス トの得点や回答数と相関があったことが報告されている (Kunimoto,

2009)｡このように,リスニングカと英語学習情動要因,また,会話テス

トの得点と年齢の関係について調査されているが,年齢,英語学習年数,

リスニングカの学習者要因が,コンピュータを用いた英語語嚢学習に与

える影響については明らかにされていない｡

本研究は,小学生の語桑学習の中でも,特に,図1の語嚢習得モデル

の音声と意味の対応関係に焦点をあてる｡ 先行研究から,低学年の語嚢

習得において,音声とともに提示する場合は文字より絵が適しているこ

とから,音声と意味 (絵)の提示による語嚢学習が課題とする｡学習者

要因として,リスニングカ,英語学習年数,年齢,そして,学習単語要

因として,学習者が音声を聞いて感じる識別度 (次に聞いたら分かるか

どうか),記憶度 (覚えやすいかどうか),音声親密度 (単語をよく聞く

と感じる度合い)が,それぞれコンピュータ語嚢学習に与えている影響

を検証する｡

1.4 本研究の目的

本研究は,コンピュータを利用した児童英語学習者の語嚢学習につい

て調査するため,学習者要因 (リスニングカ ･英語学習年数 ･年齢),学

習単語要因 (識別度 ･記憶度 ･音声親密度),そして,コンピュータ語嚢

学習の正解数との関係を調べるため,以下の2点について検証する｡
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1.学習者要因 (リスニングカ ･英語学習年数 ･年齢)は,低学年英

語学習者のコンピュータ語嚢学習の正解数に影響を与えているの

か｡

2.正解者数が高い単語と低い単語の,識別度と記憶度の差,また,

学習単語要因 (識別度 ･記憶度 ･音声親密度)の間に相関がある

のか｡

2. 調査 1 学習者要因

2.1 手続き

(1)参加者

6-9歳の英語学習者24名が本研究に参加 した｡参加者は1週間に1

回 (1時間),英語教室で英語を学んでいた｡参加者の中に小学校英語活

動体験者が何名かいたが,1年間に数回の不定期な活動であったため,

分析の対象とした｡参加者24名のうち,本研究の課題であるコンピュー

タ英語語嚢学習 (2008年 2月実施)とリスニングテス ト (2008年 3月実

施)の両方を受けた20名 (平均年齢8.5歳,SD-1.2)のデータを分析 し

た｡

(2)コンピュータ語嚢学習ソフト

かんづめ君の課題は,マッチングゲームであり,同じ単語のカー ド2

枚を探 し当てることによって語桑を学習する｡ 課題難易度によって,以

下の3レベルで構成される｡

(∋Bronze版 :音声を聞かせて絵 (意味)と綴 りを提示する課題

② Silver版 :音声を聞かせて綴 りだけを提示する課題

③ Gold版 :音声だけの照合課題

本研究では,絵を提示する Bronze版を用いた｡Bronze版は,11ス

テージで構成されており,11ステージの中でも,本研究の刺激語が含ま
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れる2,3,5,7,9ステージ各 1回ずつを課題 とした｡2,3,

5,7,9ステージの合計学習時間はおよそ20分間であった｡参加者は,

1人 1台のパソコンとヘッドセットを用いた｡かんづめ君で学習する請

桑は,中学校英語教科書 NEWHORIZONEnglishCourse(東京書籍)の

第 1巻から第3巻に使用された単語の中から,出現頻度と心像性が等し

い1音節単語である｡

(3)素 材

参加者が学習しているテキス トやワークブックに掲載されている単請

を既習語,未掲載の単語を未習語とし,既習語 pig,bear,cat,snow,そし

て,未習語 break,wrap,earth,lid,fit,mad,priest,fireを刺激語とした｡

(4)事前テス ト･事後テス ト･リスニングテス ト

事前テス トと事後テス トとして,刺激語12語のかんづめ君のイラス ト

を印刷 した用紙を参加者に示し,刺激語の音声 (かんづめ君の音声)を

聞かせ,該当する絵を指差させた｡リスニングカを調べるため,日本英

語検定協会の児童向けリスニングテス トを用いた｡リスニングスコアは

正解率を表す｡

(5)分析方法

事前テス ト,事後テス ト,学習者要因 (リスニングカ ･英語学習年

数 ･年齢)の平均値,事前テス トと事後テス トの t検定,そして,ピア

ソンの積率相関係数は,SPSS14.OJforWindowsを用いて分析 した｡

2.2 結果と考察

(1)事前テス トと事後テス トの差

事前 ･事後テス トの正解数と学習者要因の年齢別平均値を表 1に示し

た｡

事前テス トの正解数 (通常の語嚢量)は5.0 (SD-1.9),そして,辛

後テス トの正解数 (コンピュータ学習の成果)は6.2(SD-2.4)であっ

た｡事前テス トと事後テス トの正解数に有意差 (i(19)-2.50,9<.05)

があったことから,かんづめ君による語嚢学習に学習効果があったと考
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表 1 年齢別正解数 ･リスニングカ ･英語学習年数の平均

年齢 霊解霊 sD 霊解芸 sD li完 sD 雷雲芸
SD N

6

7

8

9

2

5

7

6

0

7

9

8

0

0

0

0

0

0

1

3

2

3

4

4

3

1

9

3

2

5

1

9

日
コ

7

3

7

6

1

1

6

0

3

4

4

5

4

5

1

2

1

1

3

2

0

6

7

5

5

5

5

7

0

9

8

1

0

1

1

2

0

2

6

8

3

5

5

4

合計 5.0 1.9 6.2 2.4 45.0 10.3 3.7 1.1

荏 :事前テス トと事後テス トは12点満点｡リスニングカは正解率｡

えられる｡

(2)事前 ･事後テス ト正解数と学習者要因の相関係数

学習者要因 (リスニングカ ･英語学習年数 ･年齢)と事前テス ト･事

後テス ト正解数の相関係数を表2に示した｡

表2 事前 ･事後テス ト正解数と要因の相関係数

事 後 年 齢 リスニングカ 英語学習年数

事 前 .572** .169 .334 .180

事 後 1 .338 .494** .498**

年 齢 1 .544* .695**

リスニングカ 1 .600**

注 :*♪<.05,**♪<.01｡

学習者要因間の関係については,年齢と英語学習年数に相関があった

ことから,本研究の参加者は幼児期に英語学習を開始し継続している学

習者であるといえる｡ リスニングカが英語学習年数,及び,年齢と相関

があったことから,英語学習を継続している場合,年齢とともにリスニ

ングカが高くなる傾向があると考えられる｡

コンピュータ語嚢学習の成績に関しては,事前テス トと事後テス トの

正解数に相関があったことから,事前テス トで正解数が多い子どもは,

事後テス トでも正解数が高いと思われる｡すなわち,語嚢量のある子ど
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もは,コンピュータ語桑学習において,成果をあげる傾向があると思わ

れる｡ 事後テス トとリスニングカに相関があったことから,リスニング

カが高いとコンピュータ語桑学習に成果をあげる傾向があると思われる｡

英語学習年数と事後テス トに相関があったが,年齢と事後テス トに相

関がなかった｡このことから,コンピュータ語嚢学習において,単に年

齢が高いことによってコンピュータ語嚢学習力が高くなるというより,

学習継続年数が長くなることによって,コンピュータ語嚢学習力が高く

なる傾向があると思われる｡ 単語の音声と絵 (意味)の連合を促すコン

ピュータ語嚢学習において,リスニングカが高い方が,また,英語学習

年数が長い方が,学習効果が高くなる傾向があると考えられる｡

以上のことから,リスニングカと英語学習年数の学習者要因が,コン

ピュータ語桑学習を促進する傾向が見られた｡次に,｢聞くこと｣に関連

する学習単語要因がコンピュータ語嚢学習に与える影響を調べるため,

調査 2では,調査 1の未習語8語の識別度,記憶度,音声親密度を検証

した｡

3. 調査 2 学習単語要因

3.1 手続き

(1)参加者

1週間に1回 (1時間),英語教室で英語を学んでいる7-11歳の英語

学習者32名が参加した (2009年4月実施)｡英語音声を聞きなれない参加

者を除くため,英語学習経験が 1年未満の学習者を分析から除き,31名

のデータを分析 した｡参加者の平均年齢は8.5歳 (SD-1.2),平均英語

学習年数は3.9年 (SD-1.5)であった｡

(2)素 材

調査 1で用いた既習語は,参加者にとって ｢聞いたことがある｣｢覚え

たことがある｣単語であるため,それらを刺激語から除き,調査 1で用

いた未習語を調査 2の刺激語とした｡刺激語のうち,正解者数が低い語
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を低正解単語 (earth,wrap,lid,priest,平均正解者数3.8人,SD-1.3),

正解者数が高い語を高正解単語 (break,mad,批点re,平均正解者数10.3

人,SD-1.9) とした｡全刺激語に乱数をふり,提示順を定めた｡

(3)質問項目

各単語を聞いて感 じる識別度 (次に聞いたら分かるかどうか)と記憶

皮 (覚えやすいかどうか)を測定するため,未習語を参加者に聞かせ,

4件法評価で回答させた｡

(4)分析方法

正解者数 (高/低)を独立変数,識別度と記憶度を従属変数として1

要因の分散分析,そして,識別度,記憶度,音声親密度のピアソンの積

率相関係数を,SPSS14.OJforWindowsを用いて分析 した｡

3.2 結果と考察

未習語8語の調査 1の正解者数,識別度,記憶度,音声親密度 (横川,

2009)を表3に示 した｡

全 8語の平均識別度は2.7(SD-0.2),平均記憶度は2.8(SD-0.2),

全7語 (lidの音声密度は掲載されていなかった)平均親密度は4.8(音声

親密度は7件法評価,SD-0.8)であった｡

低正解単語,高正解単語における識別度,記憶度の差を調べるため,

被験者内要因である正解者数 (高/低)を独立変数,識別度と記憶度を

従属変数として 1要因の分散分析を行った｡識別度に関して,低正解単

語の平均値 (2.6,SD-0.6)と高正解単語 (2.9,SD-0.6)に有意差が

あった (F(1,30)-7.20,9<.05)｡ また,記憶度においても,低正解単

語の平均値 (2.6,SD-0.7)と高正解単語 (2.9,SD-0.6)に有意差が

あった (F(1,30)-5.16,9<.05)｡ 以上のことから,コンピュータを用

いた語嚢学習場面において,学習しやすい単語には,学習者が単語の音

声を聞いて,｢次に聞いて分かる｣｢覚えやすい｣と感じる,識別度が高

く記憶度が高いという傾向が,また,学習しにくい単語には,｢次に聞い

て分からない｣｢覚えやす くない｣ と感 じる,識別度が低 く記憶度が低
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識別度 記憶度 親密度

単語 調査 1正解者数 Mean(SD) Mean(SD)

低正解単語 ear仇

Wrap

lid

priest

2 2.6(0.8)

4 2.5(0.9)

4 2.6(0.9)

5 2.6(1.0)

2.7(0.7) 4.5

2.7(0.9) 5.2

2.6(1.1)

2.7(1.1) 5.4

Tota1 2.6(0.6) 2.6(0.7) 5.i(0.5)

9 2.6(0.8)

9 2.8(0.9)

10 3.2(0.9)

13 2.9(1.0)

2.5(0.8) 3.6

2.7(1.0) 3.9

3.2(0.9) 5.2

2.9(1.1) 5.6

Tota1 2.9(0.6) 2.9(0.6) 4.6(1.0)

注 :識別度と記憶度の中位点は2.5｡調査 1の参加者数は20名｡親密度は7件

法評価｡中位点は3.5｡

い傾向があると考えられる｡

1idを除き,全 7単語の識別度,記憶度,音声親密度のピアソンの積率

相関係数を求めた結果,識別度と記憶度は,0.90(♪<.01)であり,強

い相関が見られ,識別度の高い単語は記憶度も高い傾向があると考えら

れる｡ それに対して,音声親密度と識別度 (γ-0.38,♪-0.40),音声親

密度と記憶度 (γ-0.41,♪-0.36)はそれぞれ強い相関とはいえなかっ

た｡

コンピュータを用いた語嚢学習場面だけでなく,教室場面においても,

子どもが識別度 ･記憶度が低いと感じる単語の提示には工夫の必要性が

ある｡ ｢次に聞いて分からない｣｢覚えやす くない｣学習しにくい単語は,

学習しやすい単語より,音声を意識させたり記憶に残るような提示方法

を考案したり,取 り上げる回数を多 くしたりする必要があると思われる｡
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4. まとめと今後の課題

本研究を要約すると,以下の2点が明らかとなった｡第 1に,コン

ピュータ語嚢学習は,全 くの初学者より英語学習導入過程以上の学習暦

を持つ学習者の方が学習効果があると思われる｡ 小学校外国語活動にお

いて,コンピュータ学習を導入するのであれば,外国語活動開始と同時

に導入するのではなく,ある程度の外国語活動経験後に導入することが

望ましいと思われる｡ 第2に,学習者が単語を聞いて感じる識別度と記

憶度は一律ではなく単語によって異なることから,語桑の導入や復習に

おいて,識別度と記憶度が低い,学習しにくい語嚢の教授法を工夫する

必要性がある｡このような ｢次に聞いて分からない｣｢覚えやすくない｣

と感じさせる単語の存在を認識して指導することは,教授法の新たな視

点となると思われる｡

最後に,本研究の今後の課題として,①年齢のばらつき,そして,②

参加者数の少なさがあげられる｡ 小学校外国語活動は5･6年生を対象

とするため,参加者を5･6年生年し,多数の参加者を対象とした調査

によって,より信頼性が高い結果が得られると思われる｡さらに,本研

究調査 2で扱った刺激語は8語だけであるが,小学校英語活動で扱う単

語すべてにおいて,識別度と記憶度を調査する必要性があると考えられ

る｡
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